










































壺溪塾メディカル
始
動

壺溪塾メディカル監修・顧問

東京大学卒上野 雄一朗
うえの ゆういちろう

【自身の主な合格大学】

【本人より一言】

そのほか私立など多数

『壺溪塾メディカル』は、壺溪塾講師陣による、
主に医学部医学科志望者のための、一対一個別指導プログラムです。

数学アドバイザー
壺溪塾メディカル

工藤 展敬
九州大学大学院修士課程修了(数理学)

理科アドバイザー
壺溪塾メディカル

吉本 進
東京大学大学院修士課程修了(化学)

英語／総合アドバイザー
壺溪塾メディカル

上野 雄一朗
東京大学工学部卒業(システム創成)

教科を教えたりもしますが
トータルでアドバイスできるのが
自分の強みです。
受験生の皆さんと同じ目線に立って
応援させていただきます。

１児の父。
妻は医師で医療法人理事、
その両親も医師。
食卓では医療関係の話題も多い。
大学受験業界屈指の
“プレイング・マネージャー”。

　東京大学理科Ⅰ類
　京都大学法学部
　一橋大学経済学部
　大阪大学医学部医学科

熊本県立済々黌高校出身。壺溪塾での浪人を経て、東京大学理科Ⅰ類に合格。同工学部へ進学し、卒業論文で学会賞（可視化情報学会）を受賞するなど研究者としても

有望だったが、卒業後に壺溪塾へ数学科の講師として就職。東大・京大コースの担任も務め、高卒生コースを中心に数学と物理を指導し、最も多い年度では東大・京大

に24名合格（29名受験）など。塾生の要望により十数年前に始めた“数学エンドレス”という演習講座が人気を集め、今では8種類の講座にまで発展、塾生の多大な

支持を受け、壺溪塾生の合格の決め手となっている。また、旺文社『蛍雪時代』にも「目標達成へのフレームワーク」「模試データ活用法」というタイトルで現役合格

の必勝プランについて執筆。さらに高校の先生を対象にした熊本県教育委員会主催の研究会にて講師を務め好評を博すなど、単なる数学講師の枠を超えた活躍をしてい

る。自身の大学受験数学に関わる事柄については、東京出版『大学への数学』≪学力コンテスト≫コーナーで年間総得点単独トップ・≪宿題≫コーナーで年間複数回の

レポート掲載などがある。壺溪塾メディカルでは数学以外の科目も担当、既にモニター生に対し英語・物理を指導して医学科合格に導いている。

これらの講師は壺溪塾メディカルの指導の他に従来からの一斉授業等も担当いたします。受験生の皆さんの目標達成に向けて精一杯お手伝いさせていただきます。
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医学科合格に向けた個別指導、というと、“オーダーメイド”的なものを想像するかもしれません。

でも、それは本当に良いことなのでしょうか？

将来的な目標の一つが医師国家試験合格、（そして医師として社会に貢献する、）つまり、医学科を目指す“全ての”受験生が見据える

べき“同じ”目標が存在するのに、“一人ひとりに合わせた勉強内容”を提案するのは、合理的とはいえません。

大学に入って医学の勉強をしていれば、とりあえず個性などは二の次です。

医学の世界で正しいとされていることを、まずは、自分の適性・好き嫌いなど無関係で、ただひたすら吸収しなければならないのです。

自分らしさを活かすなどというのは、もっとずっと後、実際に職業人として患者さんと接するようになってから、できればそうありた

い、くらいのことです。確かな知識と技術、これらが個性よりも優先される現実があるのは、そう理解に苦しむことでもないでしょう。

ただ解法・解答を教える、というのでは、生徒側によほどの資質がなければ、合格に足る成績には到達できません。

そしてほとんどの受験生は、そのような才能を持ち合わせていません。

エッセンスは教えつつも、自分の頭で考えて結論に至る、

壺溪塾メディカルではそのプロセスを大事にします。それが意味のある蓄積です。

我々の最も大事な役割の一つは、待つこと、教え過ぎないこと、なのです。

たしかに大学に合格しなければ、スタートラインにすらつけません。その意味では大学合格は大事な目標の一つです。

壺溪塾メディカルでは、

将来の自己実現も、目前の目標も、どちらの達成にも生かせるような“本質的な”勉強をご提案させていただきます。

我々の指導方針に賛同して頂ける受験生・保護者の皆様の来校をお待ちしております。

そして壺溪塾メディカルでは、指導する側が、受験生の目線からも物事を考えます。

各教科目指導のプロであるのは当り前、

さらに、受験生と同じように、自分の担当するもの以外の教科目についても勉強し、実際に（共通テストなど）受験までする。

勉強しないと見えてこないこと、試験場にいないと気付かないこと、

小論文を書かないと考えもしないこと、面接を受けないと想像もできなかったこと。

大学入試を取り巻く状況が年々変わっていく中、実際に受験生と同じ立場にならないと実感できないことは、いっぱいあります。

単なる受験アドバイスなどに留まらない、真に実感の籠った言葉で受験生に語りかけるわけなのです。

壺溪塾メディカルでは、各教科主任アドバイザーは全員、自分自身が医学部医学科に合格しています。

大学入試では、一部の大学を除けば、合格に必要な内容は限られています。それらを一つ一つ積み重ねていくだけです。

“一人ひとりに合わせた勉強内容”というと聞こえはいいかもしれませんが、

それは目先の事柄にとらわれて将来の“本当の”目標を見据えていない、近視眼的な指導に他なりません。

壺溪塾メディカルでは、すべての塾生に、受験生として必要な内容を一つずつ確認し、表面的な受験テクニックなどではない、意味の

ある蓄積を作っていきます。

ただ、歩みの速度は一人ひとりによって違います。そこで、我々がやるべきことは何か。

受験生に寄り添うこと。できるまでじっと見守ること。そしてときには、受験生とまったく同じ方向を見ること。
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壺溪塾メディカル
定員：若干名

個別指導 特別コース

“壺溪塾メディカル”主たるコンセプトは「2年までで医学科に合格する」。

壺溪塾 塾長 木庭 順子
こば じゅんこ

塾生全員の母。孫4人のおばあちゃん。夫は医師で医療法人院長。

壺溪塾卒業生の夫の仕事を家庭内から見守り、医師の仕事がいかに大変でやりがいのあるものであるか

を理解しつつ応援し続けてきた。壺溪塾では塾長職にあると同時に小論文指導を行い、医学科志望者の

小論文の添削も担当し、塾生を合格へ導いた実績を持っている。壺溪塾メディカルでは、小論文指導と

保護者様を含めた三者面談を担当する。

本プログラムの受講生は壺溪塾大学受験科高卒生コースに所属、その枠内での取組みという位置付け
となります。一斉授業、ＨＲ（ホームルーム）における情報提供・基本テスト等、および、全員参加
の模擬試験の受験などは、他の塾生と同様であり、本プログラムの料金に加えて“募集要項”記載の
学納金をお納めいただきます。

本プログラムは、主に医学部医学科を志望する大学受験生に対し、年間を通じて、英語、数学、理科
（物理・化学・生物から２科目）の個別指導（各科目、講師一人に対して生徒一人）を提供するもの
です。必要に応じて、上記以外の科目や小論文および面接の指導をいたしますが、本プログラム内で
の指導の場合、追加の料金はいただきません。

本プログラムでは、基本的に、“医学部医学科に合格ならば国公私立の別および大学の別は問わない”
という受験生の受講を想定しており、受験校についても詳しく相談させていただきます。なお、合格
の可能性を少しでも上げるため、また、学習の到達度を客観的に判断するため、大学入学共通テスト
（受講の科目および現代文）を受験していただくことを想定しています。

個別指導の年間の予定につきましては、別刷り“壺溪塾の個別指導”をご覧ください。いずれの期間
においても、各講師の判断により適宜、超過の指導を行うことがありますが、その場合、追加の料金
はいただきません。なお、割当ての時間中に問題演習を行うこと、及び、次の時間までの課題を与え
ること、いずれもございます。また、主に１時間半～２時間単位での指導となりますが、学力向上の
効率化を図るため、１回の指導時間がそれに満たない場合・超過する場合がございます。予めご了承
ください。

夏季・冬季につきましては、他の塾生と同様に夏季セミナー・冬季セミナーを受講いただきますが、
個別指導を含めた学習の効率化のため、1タームにつき（5講座の設定があるうちの）2講座程度・
最大でも3講座まで、とさせていただきます（結果的に他の塾生も同程度になることが殆どです）。
4講座以上の受講を希望される場合は、基本的に個別指導の代替という扱いになり、３講座をこえて
セミナー講座を受講した時間と同じだけ個別指導の時間が削減されます。予めご了承ください。

受験期には、受講生1人につき複数校の受験を想定していますが、1校受験ごとに弱点補強の指導を
行うなど、ピンポイントで細やかなサポートをさせていただきます。そのほか、本プログラム特有の
サービスにつきましては、別刷り“壺溪塾の個別指導”裏面をご覧ください。

壺溪塾メディカルの受講生は、目標に不達だった場合、次年度も優先的に本プログラムを選択してい
ただけます。その場合、追加料金をいただくことなく、主に３月初め～４月中頃、壺溪塾大学受験科
高卒生コースが開講するまでの間、それまでの指導を継続して受けることができます。
（ただし優先権は期限付き（概ね３月上旬）であり、指導頻度は通常期に準ずるものとします）

多くの受験生、特に医学部医学科を志望する高卒生で目標を達成できなかった場合、春季の1か月半

～約2か月を、ほとんど受験勉強以外に充ててしまう、というのが現実です。

これは非常に勿体無いことであり、単なる機会損失にとどまらず、1年の間に積み上げてきた学力が

“リセット”、すなわち1年前の状態に（不幸な場合にはそれ以前まで）戻ってしまう、そのような

受験生も決して少なくはありません。

壺溪塾メディカルでは、そのような状況を放っておくことは絶対にいたしません。

次年度も受験生として過ごすことが決まった場合、直ちに、それまでの“つづき”からスタートする

ことができます。特に、目標に不達だった要因を指導者と共に振り返るのが如何に大切なことかは、 

改めて確認するまでもないでしょう。

それまで培ったものを決して無駄にせず次の受験に備える、この“当り前”ながらも多くの受験生が

できていない部分を、壺溪塾メディカルではお手伝いさせていただきます。

多くの受験生は、“1年”（実際は十カ月程度）で合格しようとするあまり基礎基本が疎かになりがち

で、結果、“リセット”になりかねません。“2年”を想定することにより、はるかに丁寧で効率的、

“最終目標を見据えた”指導・学習が可能になるのです。

もちろん、基礎基本に徹底的に取り組むことにより、結果的に１年で目標に到達する可能性も十分に

あります。現に、本プログラムのモニター生は、旧センター試験で英語56.5％、数学47.5％の得点率

から、１年で医学科に合格していきました。

皆さんも、残り“早くて1年、長くても2年”の受験生生活にすべく、壺溪塾講師陣と共に1歩1歩、

着実に進んでいきましょう。
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